
「オフェブ®よりそいパートナー」を活用されている
医療施設にお話を伺いました

疾患・薬剤の説明と患者さんとのコミュニケーションに
患者さんが安心して治療に臨めるように

遠慮がちな患者さんの本音が

レポートから垣間見えることで、

次回の診察に活かすことができます。

森山 寛史 先生
国立病院機構 西新潟中央病院 医療相談室
医療社会事業専門職

「オフェブ®よりそいパートナー」は
社会的資源の一つだと考えていますので、
できるだけ多くの患者さんが情報を得られるよう、
私の方からアプローチしています。

とは

とは

オフェブ®による治療を検討される患者さんが、医療費助成について無料で相談できます。
医療費助成制度に精通した電話オペレーターが医療費助成制度をわかりやすくご説明し、
制度利用後の医療費の目安についても試算いたします。

オフェブ®を服用される患者さんに、前向きな気持ちで治療を続けていただくための、
6ヵ月間のサポートです。 病気や治療のわかりやすい情報の提供、患者さんの悩み事の
ご相談、おくすりの飲み忘れ防止などを行います。

サポート内容や申し込み方法に関する詳しい情報は、弊社の医薬情報担当者（MR）までお問い合わせください。

日本べーリンガーインゲルハイム（株）では、オフェブ®服用患者さんに向けて
治療開始時および継続管理のサポートをご提供しています。
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主治医との密な連携、情報共有により、
プログラムの周知から導入までがスムーズにMSWより

医療ソーシャルワーカー

　MSWの業務の一つには「受療支援」がありますので、対象となるすべての患者さんに、高額療養費制度や
難病医療費助成制度、障がい者手帳などの社会資源について情報の提供を行います。
　「オフェブ®よりそいパートナー」も受療支援を担う社会資源の一つですので、主治医から、「オフェブ®より
そいパートナー」の導入を勧められた患者さんに限らず、私のほうから患者さんにアプローチをして、このプ
ログラムについて情報提供をすることもあります。「オフェブ®よりそいパートナー」の利用にあたっては、患者
さんが必要かどうかを自己決定できるよう支援し、必要と判断された場合には、患者さんやご家族に代わって
申請（ハガキの投函）をしています。私は、このプログラムによる「よりそいコール」は、患者さんやその家族
の心理的負担の軽減に繋がると考えていますので、患者さんにとっても大きなメリットであると思います。ま
た、森山先生はじめ他の先生方と密な連携や情報共有ができているため、当院ではこうしたプログラムの導入
をスムーズに行えています。

「　　　　　　　　　　　　　 」の説明と登録を
 スムーズに行う上で、気をつけていることは何ですか?

医療相談室 医療社会事業専門職 吉田大輔さん

　まず患者さんへの疾患説明ですが、特発性肺線維
症(以下、IPF)や特発性間質性肺炎は非常に情報量も
多く、患者さんにとっては理解するまでに時間がかか
る疾患であると思います。そのため私の場合は初回の
外来受診時には説明に30分ぐらい時間をかけていま
す。また、1回で説明が終わるということは少なく、
2、3回に分けて説明しています。
　また特に理解に時間がかかると思われる患者さんに
対しては、外来の最後の時間に来ていただきじっくり
時間をかけて説明する、高齢で認知機能の低下してい
る患者さんの場合はご家族の同席をお願いする、外来
とは別に時間を設けて説明するなど、まずは疾患を理
解していただくために、かなりの時間をとっています。

　またIPFは難病医療費助成制度や高額療養費制度な
どの支援制度が受けられるので、その制度を知っても
らい、経済的にも安心して治療に臨めるように、当院
では医療ソーシャルワーカー (以下、MSW)の吉田さ
んと情報共有を図りながら、医療費の助成については
吉田さんから患者さんに説明してもらっています。
　このようにして治療への下準備を整えた上で薬剤の
説明に入ります。こうした一連の説明には、「オフェブ®

よりそいパートナー」の、疾患や薬剤に関するパンフ
レットが図表やイラストなども多用されていて、患者さ
んの理解と、患者さんとのコミュケーションをスムーズ
に行う上で、とても役立っています。

オフェブ®導入時にどのような事を患者さんに伝えていますか？Q.

　薬剤については、患者さんは効果よりも副作用につ
いて心配される方が多いので、副作用を含めた服薬指
導に時間をかけています。しかし、患者さんの中には
副作用が心配なあまり、内服をためらう方もいます。
私の説明では理解が難しいと思われる場合に、もう少
しわかりやすい形で説明されているようなツールはな
いかと思っていたところ、「オフェブ®よりそいパート

ナー」というプログラムができました。
　比較的若い患者さんであれば、薬剤についてご自身
でインターネット等を使って調べ、私の説明で理解さ
れる方もいますが、特に高齢な患者さんはご家族も含
めて、外来での説明だけでは不十分な場合が多いため、
説明する機会を増やすためにこのプログラムを積極的
に勧めています。

Q.

　オフェブ®を服用している患者さんの中には、「下痢
をしているので薬の服用を中止してもいいのか」と悩み

ながらも、診察時にそれを訴えることができない人も
います。

Q.

Q.

　このような場合、「オフェブ®よりそいパートナー」の
看護師が治療中の患者さんの疑問や不安について話を
聞いてくれたり、疾患や薬剤の情報を患者さん向けの
冊子を用いた紹介などの寄りそったサポートにより、患
者さんが薬剤の作用や副作用に対する理解が深まり、
不安が軽減され、治療に前向きに取り組めるようになっ
たと感じています。
　一方、このプログラムには患者さんからの声が月に
1回、レポートとして主治医である私のところに送られ

てきます。例えば、ある患者さんは私が副作用の下痢
について聞いた時は、「何とかなっています」と答えて
いたのですが、実際は結構な下痢の回数に悩んでいた
ことがレポートからわかりました。
　診療において、遠慮がちな患者さんの本音や気持ち
を知り、次回の診察に活かすことができるように、看
護師さんに送付頂くレポートには、診察の合間に目を
通すようにしています。

オフェブ®による治療を検討される患者さんの
医療費や医療費助成制度に対する疑問に
お答えするサポートです。

患者さんに、前向きな気持ちで治療を続けていただく
ために毎日の服薬や通院をサポートします。

サポート内容や申し込み方法に関する詳しい情報は、　弊社の医薬情報担当者（MR）までお問い合わせください。
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「　　　　　　　　　　　　  」をどのように活用されていますか?

「　　　　　　　　　　　　  」導入後の患者さんに変化はありましたか?


